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10月27日(日)-11月10日(日)園催

中央図書館、公民館及びコミュニディセンターでは、様々なイペントを開催
しています。 �
みなさん、今年の秋は是非ご家族そろってご参加ください。 r7:'
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本の̶とカパ

一貼り(実演)

10時.14時.16時

交通安全マナー

上映会

11時30分.13時.

15時定員各50名

知◎漬報拠点活

用講座

『モうだ、図̶ペキラ

こう！読む、描く、調

べるで認知機能アッ

プ』

講師：結城俊也氏

13時30分

定員50名
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休館日

(月末

図書整理日)
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映画会

子どち向け

『おしりたん

てしパ・̃i

-智 11時 14時

定員各50名
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市原の歴史

講座

『知つておぎた

い「更級日記と

いちはらjのこ

とぷ

講師：田所真氏

13時30分

定員50名

フり一上映

会

小漠鉄遡0線の

景観等の上映

10時

定員50名
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定例おはなし会

15時

大人のための

おはなし会

10時30分
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ちらしを!

ご覧<ださいI

本と雑誌の

■Jサイのレ

フェア

9時30分
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媛お知らせ=
■10月1日市民の日

企画展:『市原市良歌に描かれ

た市原の魅力』

展示期間：11月10日(日)まで
展示場所: 1階展示架

市民歌の歌詞に関連する図-の展示.

紹介をします。ぜひお越しください！

■■本と雑誌のリサイクゾレフェア

_*日8き：llg10日旧)

:午前9時30分～午後3時

を場所：2階集会室及び■覚ホール

※詳しくは館内ポスター及ぴ

ちらしをご覧ください

を場所: 2階莫

厘※詳しくに

L. .

読書感想画コンテスト

麻募作品の展斤

展示期間：10月26日(土)

～11月10日旧)

J

%

A

展示場所：第1フロア1本¦

ぜ中央通路族;



知の情報拠点活用講座
料

j.ソと

「そうだ、図書館へ行こう！

～読む・描<・調べるで謎知機能アップ～」
認知症.に

、,予防おすすめ
因書館利用術

』夕
*tNtim»

旧時】1o月3 0B (7j<)
1 30ま3 0分～15時30分

[場所】2階視聴覚ホール

[内容】講義

[定員】先着5 0名 ‘+

(募集開始令和元年10月1日(火)午前9時3 0分～)

[申込方法】電話または中央カウンターにて事前申込

[講師】結城俊也(ゆうきとしや)氏
《プロフィール》

専門理学療法士 (神経)・博士 (医療福祉学)・介護支援専門員

※結城俊は氏じは、平成31年2月8日(金)にち、知の情報拠点活用講座「図書館を活用して認知

症を予防しよう！ Jの講師を依頼しました。参加者は50名で、大変ご好評を頂きました。

----------\

今回の知の情報拠点活用講座は、医療・健康情報サーピスの一環として健康や病気の予防に関する情報を市

提供ずることで、健康なまちづ<りにつなげることを目的としてしXます。
_ _�_�

「更級B記といちはらJのこと

〔日時】11月2 B (土)

13時30分̃15時

[境所】中央園書館2階視聴覚ホール

【内容】令和2年の更級日記千年紀じ向け、

ぼ更級日記ぶと市原の関係につしXて

[講師】田所真(たどころまこと)氏

[定員】先着50名 �ゴに
[申込方法】電話または
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中央カウンターじて

事前申込

(10月1日(火)

9時3 0分～)

k»
lt'

I S3

市原市子どち読書活動推進フォーラム

化 料

末来を拓け！読書でつながるレXちはらつ子

[開催日】12月7 B (土)

講師絵本作家

宮西達也(みやIこしたっや)氏

「ニヤーゴのやさしさ・テイラノの思しXやり」

詳細はポスター・ちら

し.ホームページ等で

お知らせします。
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もしギなカササざん
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作絵官西達也金の星社

f絵本は、読み聞かせる\

I先生方、おラちの方、
・ iよんでちらろ子どちの心

, Iをつないで<れまず。
I絵本創作の裏話や、作I
I品に込める思レヘをお話しI

�- :てくれます。
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気が付けば、開幕まで1年を切った、「東京2 0 2 0オリンピックパラリンピツクj。

チケツトを手に入れるのは、至難の業で、デレピでの.となるのかな、とは思いますが、なんと

いつても夏季オリンピツクは、1964年以来56年ぶりの日本での開催です。気になる種目、選手へ

の応援(こは熱が入ると思います。なんだか、ワクワクしてきました。

そんなことを考えながら、"オリンピツク”に思いを馳せると目に浮かぷ

1冊の本があります。『28年目の八ーフタイム』(金子達仁/著.文芸春秋)。

1996年夏のアトランタオリンピツクに28年ぶりに出場を果たしたサツカー

日本代表のチームを描いたスポーツ・ドキユメンタリーです。プラジルに

1対0で勝ち「マイアミの奇跡jなどともいわれました。

この本の出版は1997年9月。盛り上がったオリンピックの1年以上後に

なつて、この本に出会いました。そのきつかけが、あざやかなクリーンの

ピツチが目にまぶしい"―氏“です。たまたま、ちらつと表紙が目に入り、

そのあと気になつて、振り返って2度見をしてしまいました。そんな感覚に

なつたことがなく、表紙に引き付けられ、読まずにはいられなくなりました。

ピピピツときた感覚に間違いはありませんでした。自分自身がサツカーを応援していたからかちしれ

ませんが、情最が思し裾こさせられどっぶり選手たちのストーリーに浸りました。

そ̶、表紙がきっかけではありましたが、本を2冊買い、サイン会に行つたりと、金子さんの文

章を中心に、スポーツの結果の裏側にある私たちの知らないス�\ーリーに夢中になりました。

今回のオリンピツク・パラリンピツクち、さまざまな種目に、たくさんの選手が参力口します。モの

選手一人ひとりの活躍の裏側には、それぞれのストーリーがあると思います。そして、なんといつて

も�での開催です。より身近に感じることができる来年は、また、かけがえのない心に響くストー

リーに出会える予感がして、待ち遠しい限りです。(Yw
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ふるさと市原に輝<人糊コーナー

『更級日記』作者
すがわらのたかすえのむすめ

「菅原孝標女展」開催中！
■展示期間

9月28日(土)一 11月28日(木)

開館時間中、閲覧自由

國開催場所

1階郷土.行政資料展示コーナー

「ふるさと市原に輝く人物コーナー」

2階展示ケース

寛弓ム5 (1008)年生まれ。寛仁元(101力
年、父孝標は上総介に任ぜられ、父ととちに任

地である上総国(現在の市原市)に来ました。

寛仁4 (102の年、父孝標の任期満了に伴

しV帰京する場面が『更級日記』の冒頭部分。

ふるさと'巧
=

おた
f I,

仏.巧
殻路t

ザを ぷ
ね
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ぽ熟
.識秘 ン

>e⑧國服

『自然探訪

いちはら』

市原市自然ガイドプツク

刊行委員会/編(市原市)

市原市の海岸部は京葉ェ業地帯があり、内陸に

向かうにつれ、往宅団地、モこを過ぎると水田や

果樹園。そして豊かな里山と谷あいには谷津田が

広がり、都会と田舎が共存しているちよっと変わ

った街です。

そんな市原市の特徵的な自然環境をカラー写真

で紹介している資料です。
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台風15号に伴う災害情報を提供

9月8日から9日にかけて台風15号により被害を受けら

れた皆様に、心からお見舞い申し上げます。

中央図書館では、今回の台風15号の影響により、刻々と

変わる災害情報や行政サーピス情報を掲示しております。ま

た、レフアレンスコーナー隣では、災害関係の新聞の切り抜

きの掲示を行つております。

充電]ーナーの設置
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災書関係の新聞切り抜き記事を掲示

災塞情報コーナーの設菌

中央図書館では、駐輪場屋根の損壊、列めfネルの損傷等の被害がありま

Iした。駐■屋根につきましでも危険を伴うため、9月末日時点で撤去を
I行いました。その他につきましては、復旧までしばらくお時間をいただくこ

iとになります。��とご脇力をお願いいたします。
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8月6臼(火)、7日(水)、8日(木)の3日間

で、小学4年生から6年生までの児童47名が参カロ

しました。「図書館の本物のカウンターで貸出や―口

ができてうれしかった。J 「本にカノて一をかける体験

が楽しかつた。」「図書館の体験をしてもつと本がす

きになつた。j 「図書館には何度も来ているけれど知

らないことをたくさん知ることができてよかつた。j

など、感想を語つてくれました。

台風15号に伴う災害情報を提供

9月8日から9日にかけて台風15号により被害を受けら

れた皆様に、心からお見舞い申し上げます。

中央図書館では、今回の台風15号の影響により、刻々と

変わる災害情報や行政サーピス情報を掲示しております。ま

た、レフアレンスコーナー隣では、災害関係の新聞の切り抜

きの掲示を行つております。
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災書関係の新聞切り抜き記事を掲示

充電]ーナーの設置災塞情報コーナーの設菌

中央図書館では、駐輪場屋根の損壊、列めfネルの損傷等の被害がありま

した。駐輪場屋根につきましでも危険を伴うため、9月末日時点で撤去を

I行いました。その他につきましては、復旧までしばらくお時間をいただくこ

iとになります。��とご脇力をお願いいたします。
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8月6臼(火)、7日(水)、8日(木)の3日間

で、小学4年生から6年生までの児童47名が参カロ

しました。「図書館の本物のカウンターで貸出や―口

ができてうれしかった。J 「本にカノて一をかける体験

が楽しかつた。」「図書館の体験をしてもつと本がす

きになつた。j 「図書館には何度も来ているけれど知

らないことをたくさん知ることができてよかつた。j

など、感想を語つてくれました。

《子どちと読書講座》器Y %

・*
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《職場休験・社会華仕休験・國書館実菌》

7月から8月まで、約3 0名の小中学校の先生や

大学生が図書館で実習を行いました。返ってきた本

を棚に戻す、ポップカードを作る、図書修理を行う

など、普段見られない図書館の裏方作業を体験しま

した。

9月1日(日)の午前と午後に「不思議がいっぱ

い！親子で科学あそぴをしよう！」を行い、72名

が参加しました。午前中は、虹色のひみつについて

学び、分光器をつくりました。午後は、磁石につい

て学び、紙皿の上でまわるクルクルくんを作りまし

た。親子で楽しかつた、また参加したいと話してく

れました。
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9月1日(日)の午前と午後に「不思議がいっぱ

い！親子で科学あそぴをしよう！」を行い、72名

が参加しました。午前中は、虹色のひみつについて

学び、分光器をつくりました。午後は、磁石につい

て学び、紙皿の上でまわるクルクルくんを作りまし

た。親子で楽しかつた、また参加したいと話してく

れました。
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8月6臼(火)、7日(水)、8日(木)の3日間

で、小学4年生から6年生までの児童47名が参カロ

しました。「図書館の本物のカウンターで貸出や―口

ができてうれしかった。J 「本にカノて一をかける体験

が楽しかつた。」「図書館の体験をしてもつと本がす

きになつた。j 「図書館には何度も来ているけれど知

らないことをたくさん知ることができてよかつた。j

など、感想を語つてくれました。

《職場休験・社会華仕休験・國書館実菌》

%

7月から8月まで、約3 0名の小中学校の先生や

大学生が図書館で実習を行いました。返ってきた本

を棚に戻す、ポップカードを作る、図書修理を行う

など、普段見られない図書館の裏方作業を体験しま

した。

《子どちと読書講座》器Y %
9月1日(日)の午前と午後に「不思議がいっぱ

い！親子で科学あそぴをしよう！」を行い、72名

が参加しました。午前中は、虹色のひみつについて

学び、分光器をつくりました。午後は、磁石につい

て学び、紙皿の上でまわるクルクルくんを作りまし

た。親子で楽しかつた、また参加したいと話してく

れました。
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べ中央因書館利用案内め

it開館時間午前9時30分～午後5時

※水.金曜日は1階第1フロア・第2フロアのみ午後

7時まで

ただし、祝日の場合は除く

※児童室.―覚コーナーは全日午後5時まで

★貸出冊数.貸出期間

図書.雑誌10冊まで

ネ―覚資料2点までいずれち2週間

fei»a &iBa自必口'必uき必口

★休館日毎週月曜日
毎月平日最終日(月末図害整理日)

特別整■間(蔵書点検等)

年末年始(12月29日～1月3日)

★初めて図書利用カードを作るには

住所氏名の確認できるもの(運転免許証等)

をお持ちぐださい。
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